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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　シバザクラを畦
けいはん

畔に植えて草刈りの手間
を減らす取り組みがきっかけで始まった
「猿隠高原シバザクラ祭り」。その開会式が
広瀬町東比田で行われ、出席しました。
　この集落では、力を合わせて農業生産の
維持や地域の活性化に取り組まれていま
す。今後も親しまれる景観を地域で守り未
来へつなげてもらうことを期待します。

一面にシバザクラ

今月の1枚

市長日記市長日記

　広範なパノラマを楽しめる安田要害山（伯太町安田
関）。30分程度で気軽に登ることができます。
　登山客に役立ててもらおうと、地元有志の「やすだ
夢倶楽部」が竹の杖44本と杖置箱を登山道の入口に設
置。訪れる人の支えになっていました。（４月17日）

始まりました、 美肌客室

①オープンした客室の露
天風呂。入浴中でも読め
る特殊なパンフレットが
置かれています。②③手
湯（②）と、顔湯（③）。
効能などを記した看板も
立てられています。

　美肌観光の推進を目的に、４月１日からさぎの湯
荘（古川町）で美肌客室がオープンし、４月６日に
は報道機関向けに部屋の公開がありました。
　安来市さぎの湯温泉街では、島根県の「美肌県し
まね推進事業」を活用した、「さぎの湯温泉×美肌
県しまね」をシリーズで計画しており、美肌客室は、
旅館竹葉での美肌ドリンクの販売と、立ち寄スポッ
ト「顔湯」の設置に続く第２弾となります。
　新しい客室「菊寿」は、安来市の鍛冶屋「鍛冶工
房弘光」や庭師「庭のとき」などとコラボレーショ
ンし、組子細工や鉄の行灯など、地元作家の美しい
作品が配置されています。コロナ禍の休暇でも贅沢
な時間をゆっくりと過ごしてほしいという思いか
ら、キッチン付き、露天風呂付きの部屋となってい
ます。
　また、温泉街で気軽に温泉を楽しめる立ち寄りス
ポットとして「手

てのゆ

湯」が新設されました。
　さぎの湯荘の代表取締役の田辺大輔さんは「今ま
で宿泊以外で温泉に触れる機会が少なかったが、今
後は立ち寄りスポットで温泉を身近に感じてもらい
たい」と話しました。
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　もっと安来の魅力を知ってほしいという思いか
ら、４月12日に「やすぎガチャ」が安来市観光交
流プラザと道の駅あらエッサに設置されました。
　開発の中心は、いちご農家の大森雄介さんと池田
佳奈さん。ガチャの中身は、企画に協賛した企業等
のイラストシールと、観光地や特産品が描かれたマ
スキングテープ。加えて無料引換券や割引券が特典
のものもあり、１回300円で引けてお得感のあるガ
チャになっています。※ガチャは株式会社タカラト
ミーアーツの登録商標です。
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　雲樹寺が創建されて700年となり、その記念法要
にあわせて38代目の住職の晋山式（住職として寺
に入る式）が４月24日に行われました。
　宇賀荘地区や島田地区を中心とした檀家などの子
どもたちによる稚児行列が行われたほか、ライブが
企画されたり、地域の店が屋台を出店したりするな
ど、周囲は賑わいを見せていました。スタッフとし
て参加した地域の人は、「こうした行事がきっかけ
となって地元が盛り上がっていってほしい」と話し
ました。
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　生産者６団体で組織する「はくたチューリップ祭
振興会」が、入学式を迎える市内の小中学校22校
にチューリップを50本ずつ贈呈しました。
　毎年春に開催するチューリップ祭がコロナ禍で３
年連続で中止になったことから同振興会が企画。４
月８日には、会長の寺田禎さんが入学式に向けて準
備を行う母里小学校を訪ね、児童たちへ色とりどり
のチューリップを贈りました。
　寺田さんは「学校生活で疲れた時などに花を見て
心を和ませてほしい」と話していました。
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　市特産の島田たけのこを広く知ってもらおうと
「たけのこ祭り」が４月17日に、道の駅あらエッサ
で開催されました。
　当日は、島田加工農業協同組合の皆さんがその日
の朝に収獲したタケノコを販売。朝掘りの利点は、
アクによる苦み・渋み・えぐみが一番少ないのが特
徴。オープンと同時に市内外から訪れた多くの人た
ちが、春の山の幸を買い求めていました。
　岩崎義明組合長は「今後も島田たけのこを知って
もらえるよう努力したい」と話していました。
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▲ガチャを紹介する大森さん（左）と池田さん
（右）。22の企業や施設がガチャになります。

▲稚児行列では、25人の子どもたちが参道から
本堂前まで歩きました。

▲島田たけのこと、大山蕎麦の実やしまね和牛
を使ったコラボ商品の販売もありました。

▲児童を代表して４年生が受け取ったチューリッ
プ。新入生の教室や廊下に飾られました（母里小）。


